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明
治
時
代
に
な
る
と
、
産
業
の
発
達
・

軍
事
上
の
必
要
性
か
ら
、
鉄
道
の
敷ふ

設せ
つ

を
は
じ
め
交
通
の
大
規
模
な
整
備
が
行
わ

れ
、
鏡
野
町
域
で
は
山
陽
と
山
陰
を
結
ぶ

交
通
路
と
し
て
、
津
山
―
倉
吉
間
の
道
路

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

津
山
―
倉
吉
間
の
交
通
路
は
、江
戸
時
代

ま
で
は
有
木
乢
を
越
え
て
新
町
に
至
り
、

香
々
美
川
を
北
上
、
百
乢
を
越
え
て
養

野
―
福
見
―
奥
津
温
泉
―
上
齋
原
―
人
形

峠
を
経
て
三
朝
に
至
る
「
倉
吉
往
来
」
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
道
は
狭
い
谷
や
急

峻
な
峠
を
越
え
る
非
常
に
険
し
い
道
で
し

た
。
明
治
時
代
に
は
人
力
車
や
馬
車
な
ど

新
し
い
乗
り
物
も
出
現
し
、
産
業
・
軍
事

上
、
大
量
の
物
資
を
一
度
に
輸
送
す
る
必

要
性
が
あ
っ
た
た
め
、
道
幅
が
広
く
、
な

だ
ら
か
な
道
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

地
元
に
主
要
な
道
路
が
つ
く
と
い
う
こ

と
は
、
村
の
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
地
域

の
有
力
者
達
は
、
新
し
い
津
山
倉
吉
線
の

整
備
に
あ
た
り
、
自
分
達
の
村
に
近
く
、
か

つ
利
便
性
が
高
い
ル
ー
ト
を
模
索
し
ま
す
。

　

こ
の
津
山
倉
吉
線
の
整
備
の
過
程
に
つ

い
て
は
、
古
川
の
政
治
家
・
実
業
家
で
あ

る
河
田
繁し

げ

穂ほ

が
明
治
三
八
年
に
「
道ど

う

報ほ
う

」

と
い
う
冊
子
に
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
が

県
境
を
越
え
る
ル
ー
ト
で
す
。
候
補
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
羽
出
の
田
代
峠
と
上

齋
原
の
人
形
峠
で
し
た
が
、
双
方
と
も
急

傾
斜
で
あ
る
た
め
車
道
と
す
る
に
は
適
し

な
い
と
判
断
さ
れ
、
誘
致
競
争
が
冷
め
つ

つ
あ
る
中
で
、
上
齋
原
村
の
柳
井
正
信
と

田
渕
亀
治
郎
ら
に
よ
り
人
形
峠
を
避
け
、

東
方
を
迂
回
し
打
札
峠
を
越
え
て
鳥
取
県

の
栗く

り

祖そ

（
現
三
朝
町
）
に
至
る
新
ル
ー
ト

（
現
在
の
人
形
ト
ン
ネ
ル
付
近
を
越
え
る

道
）
が
提
案
さ
れ
、
明
治
二
七
年
（
一
八

九
四
）
に
こ
れ
が
決
定
、
工
事
が
着
工
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
津
山
倉
吉
間
全
線

の
早
期
改
修
を
実
現
す
る
た
め
に
は
沿
線

の
村
が
一
致
団
結
す
る
必
要
が
あ
る
と
、

河
田
の
尽
力
で
沿
線
周
辺
の
村
々
が
結
託

し
、
同
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
二
宮
・

院
庄
・
芳
野
・
郷
・
大
野
・
小
田
・
中
谷
・

富
・
久
田
・
泉
・
羽

出
・
奥
津
・
上
齋
原

の
一
三
ヶ
村
に
よ
る

「
二
宮
村
外ほ

か

十
二
ヶ

村
組
合
会
」を
結
成
、

津
山
倉
吉
線
の
道
路

の
誘
致
を
大
い
に
働

き
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
津
山
中

心
部
か
ら
西
へ
向
か

い
、
院
庄
か
ら
北
上

し
て
芳
野
―
大
野
―
小
田
―
久
田
―
泉
―

羽
出
か
ら
ウ
ド
坂
を
越
え
て
奥
津
川
西
に

至
り
、
吉
井
川
右
岸
（
西
側
）
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
細
田
か
ら
下
斎
原
を
経
て
上
齋
原

に
至
る
ル
ー
ト
で
計
画
し
、
村
費
と
県
補

助
金
、
寄
付
金
に
よ
っ
て
同
年
か
ら
工
事

が
開
始
さ
れ
、明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）

に
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て
河
田

ら
は
こ
の
一
等
里
道
の
津
山
倉
吉
線
を
県

道
に
編
入
し
よ
う
と
「
大
々
的
運
動
を
試

み
る
に
決
定
」
し
、
岡
山
県
・
鳥
取
県
に

働
き
か
け
、
三
七
年
に
県
道
昇
格
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
道
報
」
の
末
尾
に
「
近
き
将
来
に
於

て
改
築
を
要
す
べ
き
大
釣
線
の
成
功
し
た

る
暁
に
は
、
千せ

ん

尋じ
ん

の
大
瀑ば

く

布ふ

は
恰あ

た
か

も
銀
河

九
天
に
落
つ
る
が
如
く
、
奇
岩
巨
石
は
自

然
に
昼
様
を
呈
し
、
見
る
も
の
壮
快
を
感

ぜ
ざ
る
は
な
し
」
と
、
整
備
を
期
待
さ
れ

た
奥
津
渓
内
を
通
る
大
釣
道
は
、
大
正
三

年
（
一
九
一
四
）
に
開
通
し
、
県
道
編
入

後
も
津
山
倉
吉
線
は
た
び
た
び
補
修
・
改

修
・
付
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
、
苫
田
ダ

ム
建
設
に
伴
い
大
幅
に
ル
ー
ト
変
更
さ
れ

る
ま
で
、
山
陽
―
山
陰
を
結
ぶ
重
要
な
交

通
路
の
一
つ
と
し
て
地
域
に
多
大
な
効
果

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
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